
中学校特別活動全体計画（例） ○ ○ 立 ○ ○ 中学校

生徒の実態 学校教育目標 ・日本国憲法

・教育基本法等関係法令

・学習指導要領

・県教委の教育行政方針

・○○市教育の重点目標

・素直で明るいが、自主的に活動する

ことが不得手な面がある

・学びの歩みを続ける生徒

・人を大切にする心を持つ生徒

・こつこつと体を鍛える生徒

特別活動の目標

学校や地域の実態 集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可

能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成することを目

指す。

（１）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を

身に付けるようにする。

（２）集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定し

たりすることができるようにする。

（３）自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関係をより

よく形成するとともに、人間としての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

時代や社会の要請や課題

・保護者に卒業生が多く、学校教育へ

の理解と協力がある

・豊かな人間関係の形成

・社会全体のモラルの低下

・家庭や地域の教育力の低下

・社会体験、自然体験の不足

・各教科との関連

学級活動の目標 生徒会活動の目標 学校行事の目標 全教科等における言語活動の充実

保護者の願い 学級や学校での生活をよりよく

するための課題を見いだし、解決

するために話し合い、合意形成

し、役割を分担して協力して実践

したり、学級での話合いを生かし

て自己の課題の解決及び将来の

生き方を描くために意思決定し

て実践したりすることに自主的、

実践的に取り組むことを通して、

特別活動の目標に掲げる資質・能

力を育成する。

異年齢の生徒同士で協力し、学校

生活の充実と向上を図るための

諸問題の解決に向けて、計画を立

て役割を分担し、協力して運営す

ることに自主的、実践的に取り組

むことを通して、特別活動の目標

に掲げる資質・能力を育成する。

全校又は学年の生徒で協力し、

よりよい学校生活を築くための

体験的な活動を通して、集団へ

の所属感や連帯感を深め、公共

の精神を養いながら、特別活動

の目標に掲げる資質・能力を育

成する。

・たくましく､心豊かな生徒

・道徳との関連

道徳的実践の指導の充実。道徳性の育成にか

かわる体験を積極的に取り入れ、活動そのも

のを充実させる
教職員の願い

・何事にも前向きな生徒

・望ましい人間関係を築く社会性の育

成

・総合的な学習の時間との関連

本校テーマ「働くことと生きること」

との有機的な関連

本年度の特別活動の重点目標

家庭・地域等との連携 ・学校生活を大切にしながらよりよい学校生活を築き上げる生徒集団の育成

・集団や社会の一員として他のために力を尽くそうとする社会貢献の精神を養う

・生徒の自主的、実践的な活動を通して、地域に誇れる学校行事を築きあげる

・危機管理との関連

・学校応援団による学校農園への支援

・地域事業所における職場体験

・PTA による資源回収

いじめ防止への取組として学級経営の核に

学級活動を位置付ける。

各学年の目標

第１学年

集団活動を通して、学校生活になれ、協力して物事に取り組む喜び

を味わわせながら､積極的に活動できる意欲を育む。

第２学年

集団活動の意義を十分に理解して､社会貢献の精神をもって、集団

生活を高める活動を作り出すことができるようにする。

第３学年

集団活動を通して、自己の能力を発揮し、学級や学校、地域に貢献

しながら、自己実現のための進路を切り開くことができるようにす

る。

学級活動（★：重点事項） 生徒会活動（★：重点事項） 学校行事（★：重点事項）

指
導
の
方
針

１ 望ましい人間関係づくりを通して､よりよい学級生活を築きあ

げようとする意欲を高める

２ 話合い活動を通して、望ましい合意形成や意思決定をし、実践

に取り組む態度を育てる

３ 人間としての生き方についての自覚を深め、自己を活かす能力

を養う

１ よりよい学校生活づくりを通して､自発的、自治的な能力を高

める

２ ボランティア活動等の社会参加を通して､社会貢献の精神を育

む

３ 全校生徒が生徒会会員としての自覚を持ち、よりよい校風づく

りに尽力できる態度を養う

１ 職場体験等を通して､社会貢献や公共の精神を養う

２ 伝統的な学校行事に積極的に取り組みながら「感動」をキーワ

ードに集団への所属感や連帯感を深める

活
動
の
内
容

（１）学級や学校における生活づくりへの参画

ア、イ、ウ

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

ア、イ、ウ、エ、オ

（３）一人一人のキャリア形成と自己実現

ア、イ、ウ

★第１学年の重点 （１）ア、イ （２）ア （３）ア

★第２学年の重点 以下略

（１）生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営

（２）学校行事への協力

新入生歓迎会、３年生を送る会の企画運営、

地域の方々への学校行事招待状発送、

体育祭生徒会種目の企画

（３）ボランティア活動などの社会参画

総合的な学習の時間との連携

★各種の委員会ごとに特色ある活動を企画し、取り組む

（１）儀式的行事

始業式、入学式、終業式、卒業式、終了式、離任式

（２）文化的行事

新入生歓迎会、合唱コンクール、ふれあい講演会

学習発表会、３年生を送る会、芸術鑑賞会、文化祭

（３）健康安全・体育的行事

薬物乱用防止教室、交通安全教室、身体測定、健康診断、避難

訓練、体育祭、

（４）旅行･集団宿泊的行事

遠足、修学旅行、集団宿泊、野外活動

（５）勤労生産･奉仕的行事

職場体験活動、資源回収、ボランティア活動

★体育祭、合唱コンクールは練習時間を確保し、地域に誇れる

行事となるよう重きを置く

★職場体験活動は、総合的な学習の時間と連携

時
間
・
組
織
等

※自発的、自治的な活動の重視

※１年は人間関係づくり、ガイダンスの時間を多くとる

※３年は進路指導の時間を多くとる

※朝、帰りの会のミニ学級会は時数には数えない

※内容（３）の地域の高齢者介護施設でのボランティア活動の時間

は、総合的な学習の時間に充てる。

※生徒総会は年２回、生徒評議会、各種の委員会は月１回第２木曜

日の放課後の定例会のほか、適宜開催。

※生徒会役員会は､生徒評議会、各種の委員会の定例会と同日開催

のほか、適宜開催。

※指導者は全教師。 ※職場体験活動は第２学年において実施。事前学習と事後の発表会

は総合的な学習の時間とする。

※全校行事の指導者は、全教師が協力して計画、実施。

※学年行事は､該当学年の教師が中心となる。

評
価

学級活動（１）～（３）、生徒会活動、学校行事（１）～（５）を内容のまとまりとして「 」「 」「 」の三つの評価の観点を設け、そ

れらごとに評価規準を作成して評価する。

内容（１） 内容（２） 内容（３）

１年 ○○時間 ○○時間 ○○時間

２年 ○○時間 ○○時間 ○○時間

３年 ○○時間 ○○時間 ○○時間

１ 年 ○○時間

２ 年 ○○時間

３ 年 ○○時間

※当面は、「現行」の評価規準で対応します。

家庭や地域の人々、社会教育

施設等との連携・活用の在り

方、PTA・各地域・保幼小と

の連携など

各学年の特別活動の指導の重点など

防犯・安全（事件、事

故等）、防災、生徒指導

（いじめ防止）など、

地域・学校の実情や特

質に応じた重点的な取

組との関連


